





































































年度 学校数（箇所数） 栄養教諭数（人） 配置状況




























北海道 10 67 194 263 326
宮城県 3 12 25 35
東京都 5 16
福井県 10 32 30 32 32
愛知県 10 10 68 73
大阪府 9 9 20 140 270
、鳥取県 3 3 3
広島県 10 10 10
愛媛県 16 41 57 77
高知県 5 11 15 19 23
福岡県 9 40 70 1i4
宮崎県 6 11 16 22















































































































































































































爆童毒 ふれあいスタートワ）会 ・ふれあい当番活動 児璽フェスティバル ふれあい感認o）命
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体育“羅醐 ・毎日の生活と健康 育ちゆく伸と私 病蓋の予防
道徳 雛難簸灘蒼！癖糠轟懸干野
総合学翌 むかしの食1事ふる塁を食べようお米をつくろう薬繕料理続挑戦
馨勢脇 学校だより、食育（給食）だよ参、保健だよサ、学校給食試食金、家霧激育学級、講演会、公民館活動骨冊隔昌骨膚輯¶軸輔“柵罹－一“輔』補一榊』響骨一一昌嶋廿轄噛料紳棒一辱闇胃弗罧『冊眉縣一『胃阿層罧一晶－－閣調－一』－一一－一一一豊昨一一一一件昏州鴨輔扁柵榊楠輔椿議結腰儲轟、紹欝離ども蜻てたいのか・そo）た雌騰暫繊と⑳よう罐携の取
地墨産物活周
の方錯
地場灘物活琵1の敦青的な慧1義、活珊方針等を言君述する串
騰早轡
取り緯み方 象講耀謝薦鷺灘鱗蝶霊鰻鰐購談騰必婁な職対
図4食に関する指導の全体計画（小学校例）
（文献資料食に関する指導の手引5）より抜粋）
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従来の学習指導要領においても食に関する指導は、関連する教科に位置
づけられてきたが、図4に示すように、今回の改訂で食に関する指導は、
各教科全学年にわたり、小学校教育全体で取組む方向性として、指導計画
が示されて推進されるようになった。そのねらいを文献資料「小中学校学
習指導要領」6）により分析し、表4に示した。
表4食に関する指導の目的～食に関する指導の手引より抜粋～
食事の意義 食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する。
心身の健康 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自らが管理する能力を身につける
食品を選択
する能力
正しい知識・情報に基づき、食物の品質及び安全性等に
ついて、自ら判断できる能力を身につける。
感謝の心 食物を大切にし、食物の生産に関わる人々へ感謝の気持ちを持っ。
社会性 食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身にっける。
食文化 各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心を持つ。
（2）教科における改訂の内容
中央審議会答申の改善の基本方針や、具体的な内容を踏まえ、実践的・
体験的な学習として、家庭科領域の内容が改訂された。指導要領の解説書
には、小学校と中学校の内容構成が同一の枠組みとなり、小・中学校の学
習内容の連続性・系統性が図られた。
食の内容については、いままで中学校の指導内容であった5大栄養素の
働きが、小学校5年生で実施されるなど、食事の役割や栄養・調理に関す
る内容の充実が、食育の推進を視野にいれて、改訂されたことが、表5か
らもわかる。
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表5家庭科領域における食育関連内容（学習指導要領解説書より抜粋5）
小学校家庭科 中学校家庭分野
「日常の食事と調理の基礎」 「食生活と自立」
國的 ・食生活の自立の基礎に必要な知 ・食生活の自立に必要な基礎的な
識と技能 知識と技術
・家族の一員として「自分にでき ・自己の生活の自立を図る「自分
ることをする」 のことが自分でできる」
食生活 ・食事の役割 ・食事の役割、健康によい食習慣
栄養 ・楽しく食事をするための工夫
・食晶の栄養的な特徴（3つの食・栄養素の種類と働き
晶群） ・中学生に必要な栄養の特徴
・体に必要な栄養素の種類と働き ・食晶の栄養的特質
（5大栄養素） （食品群・日本食贔標準成分表）
・食品の組み合わせ ・食晶の組み合わせ
（3つのグループ） （6つの食品群別摂取量の理解）
・1食分の食事の献立 ・中学生の一日分の献立
調理 ・手順を考えた調理計画 ・簡単な日常食の調理
（米飯とみそ汁） （魚、肉、野菜等）
安全・ ・食晶の扱い（洗い方等） ・食晶の適切な取扱い
衛生 （保存方法と保存期間）
・後片付けの仕方 ・ゴミの適切な処理
・用具や食器の取扱い ・用具の正しい使い方
食文化 ・わが国の伝統的な日常食 ・地域食文化についての理解
（米飯とみそ汁）
・盛り付け、配膳、・楽しく食事が ・地域の食材を生かした調理、郷
できる 土料理や行事食会食の計画
一方、幼稚園・保育所では、著者らが白鴎大学教育学部論集2008，2
（1）で報告したように、具体的な内容が示されていない。しかし、小学
校高学年で学ぶ教科内容が、すでに就学前保育で取り入れられ、活動され
ている現状がある。
就学前保育と小学校の連携が強調されているにもかかわらず、食育の内
容に統一性が図られていない。
就学前保育と小学校教育との連携は、小学校以降の教育の内容を先取り
して、図る必要性はない。むしろ保育者は、幼児が就学後の新たな生活に
対応できるように、食の指導をすすめる必要がある。互いの教育や保育内
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容について理解し、連携のとれた内容で「食育」を推進することが求めら
れる。
就学前保育で体験した食育の内容が、小学校教育の6年間を通して、発
達特性に沿って、より連続性のある教育内容を展開するために学習過程の
見直しが求められる。
まとめ
食育を「いのちを育む教育」という視点でとらえるならば、就学前保育
や学校教育を通しての「食育」の推進は、極めて重要な課題となる。
乳幼児期の保育のねらいは、心で感じること（心情）、やろうとする気
持ち（意欲）、心構え（態度）など、様々な活動を通して身につけること
にある。また、小学校教育のねらいは、自ら考え判断するカ（思考・判
断）、言語的に知識を理解し（知識・理解）、自分で実践するためのスキル
（技能・表現）を、段階的に身につけていくことにある。
そのためには、子どもの発達や学びの連続性を系統化し、遊びや生活体
験を通して就学前の保育内容を展開し、言語理解を基盤とした知識や理解
を必要とする小学校教育活動への、スムーズなカリキュラムの再構築が必
要となる。したがって、この内容が教育の質の向上に大きく影響するもの
と思われる。
就学前までの乳幼児期における食育のねらい、内容を明らかにしたカリ
キュラムを検討し、小学校教育への連続性を示していくことが望まれる。
現在「食育」は、幼稚園教育要領、保育所保育指針、学習指導要領の改
訂を受け、法のもとで様々な取り組みが進められている。食育推進体制の
一環として、発足した栄養教諭制度については、前述したように課題は山
積である。また、就学前保育においても、食にっいての専門的な知識を身
につけた保育者が、指導にあたっている現状がある。さらに、幼稚園教諭
の教育課程には、小児栄養が必修科目として位置づいていない。
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その中で、推進体制をどのようにすすめていけるのか、今後の食育推進
に影響をおよぼす提示した課題の検討が急務である。
食育は生活全体を見通して推進されることを前提に、栄養教諭制度をは
じめとする食の専門職員の配置状況や、保育士養成課程や幼稚園教諭の教
育課程で、「食」にかかわるスキルを習得するための教科の一層の充実が
求められる。加えて、食の知識の育成や体制整備が、総合的に検討される
ことが望まれる。
参考文献
1）「平成22年食育霞書」厚生労働省
2）「学校教育基礎調査」文部科学省
3）「学校教育法」文部科学省
4）「学校保健調査」文部科学省
5）「食に関する指導の手引」文部科学省
6）「小中学校学習指導要領」文部科学省
（本学教育学部教授）
（佐野短期大学非常勤講師）
一i31一
